
始
球
式
で
魅
せ
た
投
球
そ
の
ま
ま
に
、六
人
部
会
長
が
栄
え
あ
る
一
位
に
輝

い
た
。一
言
挨
拶
を
求
め
ら
れ
る
と
、会
長
の
人
柄
の
良
さ
が
溢
れ
る
お
言
葉
を

頂
戴
し
た
。

　

最
後
に
生
嶌
和
顕
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
、終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、今
年
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も
無
事
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
賀
茂
御
祖
神
社　

千
葉 

学
）

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

平
成
三
十
年
十
月
十
日
、立
正
校
正
会
体
育
館
を
お
借
り
し
て
、親
睦
委
員

会
主
催「
親
睦
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
」が
会
員
、巫
女
さ
ん
を
中
心
に
約
五
十
名

参
加
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

先
ず
、六
人
部
会
長
の「
ハ
ッ
ス
ル
し
ま
し
ょ
う
」の
一
言
で
始
ま
り
、参
加
者

を
六
チ
ー
ム
に
分
け
て
の
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
優
勝
を
競
い
合
っ
た
。大
会
ル
ー

ル
は
制
限
時
間
四
分
で
男
子
は
一
回
ア
ウ
ト
に
な
る
と
外
野
へ
、女
子
は
二
回

ア
ウ
ト
に
な
る
と
外
野
へ
、残
り
時
間
一
分
に
な
る
と
ボ
ー
ル
が
一
つ
追
加
に
な

る
と
い
う
変
則
ル
ー
ル
で
行
っ
た
。各
自
準
備
体
操
し
競
技
が
始
ま
る
と
、普
段

身
体
を
動
か
し
た
り
、汗
を
流
し
た
り
し
な
い
私
達
に
と
っ
て
、い
い
機
会
な
の

か
皆
張
り
切
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
た
。

途
中
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
競
技
は
少
し
ず

つ
白
熱
を
帯
び
て
進
行
し
て
い
っ
た
。

　

最
後
の
優
勝
決
定
戦
で
は
、一
人
一
人
気

合
い
の
入
っ
た
投
球
で
手
に
汗
握
る
攻
防
を

繰
り
広
げ
、普
段
、顔
を
合
わ
す
機
会
が
少

な
い
者
同
士
の
息
の
合
っ
た
連
携
プ
レ
ー
や

球
技
力
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。そ
の
中
で

も
石
清
水
八
幡
宮
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
プ

レ
ー
は
群
を
抜
い
て
お
り
、見
事
優
勝
を
手

に
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
大
き
な
事
故
や
怪
我
も
な
く
、終
始
参
加
者
の
笑
顔
が
絶
え

ず
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
大
会
を
終
え
る
事
が
出
来
、参
加
者
同
士
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、交
流
を
深
め
、こ
の
事
業
の
目
的
で
あ
る“
親
睦
”が
図
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
共
に
、有
意
義
な

事
業
と
な
っ
た
。（

松
尾
大
社　

泉
波 

宏
宗
）

　

当
日
は
子
供
等
よ
り
も
、親
御
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
緊
張
気
味
で
し
た
が
、そ

ん
な
気
持
ち
は
露
知
ら
ず
、子
供
達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
撮
影
に
応
じ
、和
や
か
な

雰
囲
気
の
ま
ま
無
事
に
撮
影
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
株
式
会
社
京
鐘
の
皆
様
、ま
た
毎
年
ご
協
賛

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス
・
オ
エ
様
、タ
カ
ミ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
様
、

株
式
会
社
京
鐘
様
に
よ
っ
て
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
事
が
出
来
て
お
り
ま

す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

伏
見
稲
荷
大
社　

橘 

重
史
）

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会　

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
、し
ょ
う
ざ
ん

ボ
ウ
ル
に
て
、恒
例
の
親
睦
委
員
会
主
催
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
た
。今
年
は
各
社

多
忙
の
中
を
縫
っ
て
六
月
中
旬
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、例
年
よ
り
も
若
干
少

な
い
人
数
で
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、そ
ん
な

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
六
人
部
会
長
の
素

晴
ら
し
い
始
球
式
を
皮
切
り
に
、い
つ
も
と

変
わ
ら
ぬ
熱
気
に
包
ま
れ
た
中
、ゲ
ー
ム
は

進
行
し
て
い
っ
た
。

　

ニ
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
一
同
は
、同
施
設
内
の

懇
親
会
場「
楼
蘭
」へ
と
移
動
。髙
田
副
会
長
の

挨
拶
に
て
懇
親
会
が
始
ま
り
、和
気
藹
々
と
し

た
雰
囲
気
の
中
、更
に
親
睦
を
深
め
る
事
が
で

き
た
。宴
も
酣
、皆
、締
め
の
デ
ザ
ー
ト
を
頬

張
っ
て
い
た
頃
、お
待
ち
か
ね
の
表
彰
式
が
始

ま
っ
た
。

　

女
子
の
部
で
は
一
位
の
定
池
さ
ん
を
始
め
、

入
賞
者
四
人
中
三
人
が
伏
見
稲
荷
大
社
と
い

う
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。男
子
の
部
で
は

親
睦
委
員
会
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に
保
存
す
る
際
に
は
湿
度
や
置
き
方
な
ど
細

部
に
気
を
配
り
保
存
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、古
文
書
の
公
開
に
関
す

る
質
問
が
な
さ
れ
、神
戸
先
生
か
ら
、「
人
々

に
閲
覧
し
て
頂
く
こ
と
は
大
切
だ
が
最
も
重

要
な
の
は
保
存
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。常
に

状
態
を
確
認
し
、そ
の
際
損
傷
が
見
ら
れ
る

な
ら
ば
す
ぐ
さ
ま
公
開
を
中
止
し
、修
復
に

当
た
る
べ
き
で
あ
る
」と
お
答
え
を
頂
い
た
。

　

現
在
全
国
各
地
の
神
社
に
社
宝
や
歴
史
的
価
値
を
持
っ
た
様
々
な
宝
物
が

保
存
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。私
共
は
神
職
と
し
て
、こ
れ
ら
を
人
々
に
伝
え
、後
世

に
受
け
継
い
で
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。今
後

の
神
明
奉
仕
に
大
い
に
参
考
と
な
る
有
意
義
な
研
修
会
で
あ
っ
た
。

（
藤
森
神
社　

本
石 

暖
迪
）

　
平
成
三
十
年
度
第
一
回
連
絡
会

　

小
雨
降
る
中
、平
成
三
十
年
九
月
二
十
六
日
、午
後
三
時
よ
り「
ザ
・
橿
原
」

に
て
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
一
回
連
絡
会
が
奈
良
県
神
道
青
年

会
の
担
当
に
て
開
催
さ
れ
、当
会
か
ら
は
六
人
部
会
長
始
め
、七
名
出
席
し
た
。

　

先
ず
、研
修
会
の
講
師
に
奈
良
県
橿
原
警
察
署 

警
備
課
長 

古
川 

貴
正
氏
を

お
迎
え
し
、「
防
犯
・
防
災
・
各
種
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
」と
題
し
て
ご
講
演
を

賜
っ
た
。奈
良
県
警
の
組
織
や
活
動
の
説
明
か
ら
始
ま
り
演
題
に
沿
っ
て
映
像

を
交
え
な
が
ら
講
演
さ
れ
、「
皇
室
関
係
の
警

護
の
在
り
方
」「
極
左
暴
力
集
団
デ
モ
行
為
の

実
態
」「
不
審
物
対
処
の
仕
方
・
不
審
者
対
応

の
仕
方
」等
、実
例
を
基
に
詳
し
く
ご
講
話
頂

い
た
。参
加
者
は
普
段
聞
く
こ
と
の
無
い
内

容
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

研
修
会
終
了
後
は
、第
一
回
連
絡
会
が
開

会
さ
れ
、ご
来
賓
の
入
場
後
、先
ず
は
台
風
二

十
一
号
を
始
め
近
日
、自
然
災
害
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、式
次

第
に
従
っ
て
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
た
。

　

午
後
六
時
よ
り
同
ホ
テ
ル
に
て
、ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
田
中
国
男
会
長
よ
り「
近
畿

に
連
続
し
て
自
然
災
害
等
が
起
き
て
間
も
な
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の

よ
う
な
懇
親
会
を
自
粛
す
る
の
で
は
な
く
、皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
す
る
事
に

よ
り
、復
旧
・
復
興
の
情
報
提
供
の
場
に
し
て
頂
き
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
、乾
杯
時

の「
近
畿
は
ひ
と
つ
‼
」の
発
声
と
共
に
会
場
は
皆
が
一
体
と
な
り
近
畿
地
区
会

員
同
士
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
。　

（
大
将
軍
八
神
社　

生
嶌  

紀
之
）

　
皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕

　

恒
例
の
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
事
業
で
当
会
が
担
当
す
る
皇
室

関
連
施
設
清
掃
奉
仕
が
十
月
四
日
に
修
学
院
離
宮
に
於
い
て
、三
十
四
名
参
加

　
禊･
鎮
魂
錬
成
研
修
会

　

去
る
七
月
九
日
・
十
日
の
両

日
に
わ
た
り
、石
上
神
宮
に
於

い
て
禊
・
鎮
魂
錬
成
研
究
会
が

奈
良
県
神
道
青
年
会
主
催
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
正
式
参
拝
を

終
え
た
の
ち
、禊
・
鎮
魂
指
導
を

受
け
禊
場
に
て
禊
行
法
を
、拝

殿
に
お
い
て
鎮
魂
行
法
を
九
日
夕
刻
と
十
日
早
朝
に
そ
れ
ぞ
れ
修
め
た
。「
行

法
は
理
念
を
伴
っ
て
こ
そ
の
所
作
で
あ
る
」と

石
上
神
宮 

禰
宜 

森
好
央
先
生
よ
り
訓
示
を

賜
わ
り
、自
分
自
身
も
形
骸
化
し
た
所
作
に

な
ら
な
い
よ
う
日
常
生
活
か
ら
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
省
し
た
。

　

九
日
の
夕
刻
に
は
、稲
田
酒
造
合
名
会
社

専
務
稲
田
光
守
先
生
を
お
招
き
し
、神
社
と

日
本
酒
を
め
ぐ
る
講
話
を
賜
わ
っ
た
。

　

閉
講
式
で
は
、石
上
神
宮
様
よ
り
特
別
に

各
自
の
氏
名
が
記
さ
れ
た「
玉
の
緒
」を
授
与

い
た
だ
き
、貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、境
内
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
石
上
神
宮
様
、な
ら

び
に
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
皆
さ
ま
へ
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
伏
見
稲
荷
大
社　

上
島 

亮
平
）

　
平
成
三
十
年
度
定
例
総
会
並
び
に
研
修
会

　

六
月
十
二
日
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
平
成
三
十
年
度
定
例
総

会
並
び
に
研
修
会
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

定
例
総
会
で
は
多
数
の
御
来
賓
に
ご
臨
席
賜
る
中
、開
会
の
辞
、神
宮
遥
拝
、

国
歌
斉
唱
、敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
し
、そ
の
後
、田
中
国
男
近
畿
地
区
連
各

協
議
会
会
長
に
よ
る
挨
拶
、ま
た
当
番
府
県
三
星
善
則
会
長
が
挨
拶
を
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、御
来
賓
の
紹
介
が
な
さ
れ
神
道
青
年
全
国
協
議
会
佐
野
巌
会
長

よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
、三
星
会
長（
議
長
）に
よ
る
進
行
の
も
と
、議
案
第
が
審

議
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。そ
し
て
議
案
に
引
き
続
き
報
告
事
項
が
全
員
に
周
知

さ
れ
た
。

　

定
例
総
会
の
後
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
・
学
芸

員
の
神
戸
佳
文
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
社
宝
の
正
し
い
取
り
扱
い
方
～

郷
土
の
文
化
財
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め
に
～
」と

題
し
、実
演
を
交
え
分
か
り
易
く
ご
講
演
を
頂
い
た
。

　

ま
ず
掛
軸
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
ご
説
明
を
頂
き
、

「
巻
物
等
は
非
常
に
繊
細
か
つ
年
月
を
経
る
に
つ
れ
劣

化
が
激
し
い
物
で
あ
り
、定
期
的
な
点
検
、ま
た
蔵
等

近
畿
地
区
報
告
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の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
曇
天
で
、集
合
時
間
が
近

づ
く
に
つ
れ
小
雨
が
ち
ら
つ
く
天
候
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、前
回
、同
離
宮
で
の
清
掃
奉

仕
が
天
候
不
順
に
よ
り
中
止
な
っ
た
経
緯
が

あ
っ
た
た
め
、今
回
は
宮
内
庁
京
都
事
務
所

の
ご
厚
意
に
よ
り
決
行
さ
せ
て
頂
く
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

猛
威
を
振
る
っ
た
一
連
の
台
風
か
ら
一
カ

月
が
た
ち
、再
度
美
し
く
整
え
ら
れ
た
離
宮

区
域
に
も
、一
部
で
は
手
付
か
ず
に
近
い
場

所
が
ま
だ
ま
だ
み
ら
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
下
離
宮
付
近
、農
地
へ
と
続
く
散

策
道
一
帯
の
状
態
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、箒
や
熊
手
を
手
に
、落
ち
葉
を
集
め
、

或
い
は
倒
木
を
運
び
、日
々
の
経
験
を
存
分
に
活
か
す
事
が
で
き
、想
定
よ
り

も
早
く
清
掃
を
終
え
ま
し
た
。

　

待
機
所
に
て
休
憩
を
さ
せ
て
頂
い
た
後
、午

後
か
ら
は
、宮
内
庁
京
都
事
務
所
小
川
次
長

様
に
よ
り
、同
事
務
所
所
管
の
御
陵
、用
地
に

お
け
る
台
風
被
害
な
ど
お
話
を
賜
り
ま
し
た
。

続
い
て
職
員
の
案
内
の
も
と
、三
つ
の
庭
園
を

擁
す
る
離
宮
内
を
拝
観
さ
せ
て
頂
き
、参
加

者
は
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、美
し
い
情
景

や
珍
し
い
建
築
物
の
造
形
に
見
と
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
会
協
議
会
田
中
国
男
会
長
よ
り
謝
意

が
述
べ
ら
れ
、一
同
は
離
宮
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

午
後
四
時
半
よ
り
ホ
テ
ル
平
安
の
森
京
都
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、他
府

県
の
会
員
や
氏
子
青
年
連
合
会
の
皆
様
と
の
親
睦
を
深
め
、和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、盛
会
の
内
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
る
年
の
御
大
典
を
控
え
、皇
室
の
弥
栄

を
祈
り
清
掃
奉
仕
が
開
催
で
き
た
こ
と
に
対

し
、当
日
の
準
備
等
を
は
じ
め
快
く
引
き
受

け
て
下
さ
っ
た
宮
内
庁
京
都
事
務
所
関
係
各

位
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
吉
田
神
社　

森
川 

知
樹
）

　
第
二
十
四
回
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭

　

去
る
平
成
三
十
年
十
月
二
十
一
日
、兵
庫
県
淡
路
島
の
南
あ
わ
じ
市
に
あ
り

ま
す「
若
人
の
広
場
公
園
」に
て
、第
二
十
四
回
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
が
午

前
十
一
時
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
祭
は
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
会
長
の
田
中
国
男
会
長
を
始

め
、各
単
位
会
よ
り
祭
員
、典
儀
、伶
人
を
含

む
総
勢
十
六
名
に
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
、護
王
神
社
の
髙
田
真
之
介
副
会

長
と
石
清
水
八
幡
宮
の
浄
見
僚
会
員
が
祭

員
と
し
て
奉
仕
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
は
昭
和
十

八
年
、明
治
神
宮
外
苑
で
行
わ
れ
ま
し
た

「
出
陣
学
徒
壮
行
会
」の
日
に
ち
に
合
わ
せ
毎

年
十
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、今
年

は
雲
一
つ
無
い
晴
天
の
基
、神
青
会
員
ま
た

遺
族
関
係
者
等
約
二
百
名
の
参
列
者
の
中
で
の
追
悼
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
事
に
先
立
ち
、ま
ず
全
國
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會
永
田
秀
一
会
長
か
ら

挨
拶
を
戴
き
、全
員
に
よ
る
国
歌「
君
が
代
」の
斉
唱
の
の
ち
追
悼
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

追
悼
祭
で
は
、海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育

航
空
群
徳
島
航
空
基
地
隊
喇
叭
隊
の
喇
叭

吹
奏
、神
楽「
み
た
ま
慰
め
の
二
人
舞
」の
奉

奏
、福
田
寺
の
槇
尾
亮
順
住
職
に
よ
る
般
若

心
経
の
読
経
、キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
に
よ
る
賛

美
歌
奉
唱
な
ど
、宗
教
の
垣
根
を
越
え
て
の

追
悼
祭
は
ま
さ
に
こ
の
日
本
国
の
国
柄
を

表
す
か
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
追
悼
祭
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
年
は
追
悼
祭
が
十
月
三
十
日
午

前
十
一
時
に
齋
行
予
定
と
な
っ
て
お
り
、二
十
五
回
目
の
節
目
と
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。時
節
柄
忙
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
一
人
で
も
多
く
の
会
員
が
参
列

出
来
ま
す
よ
う
切
に
願
い
ま
す
。

（
護
王
神
社　

髙
田 
真
之
介
）

　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　

去
る
八
月
二
十
九
・
三
十
日
の
二
日
間
に
渡
り
、神
社
本
庁
に
於
い
て「
転

換
期
に
た
つ
我
ら
～
世
論
を
喚
起
す
る
た
め
に
～
」を
テ
ー
マ
に
神
道
青
年
全

国
協
議
会
主
催
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。主
題
に
記
さ
れ
た「
転
換

期
」と
は
、い
わ
ゆ
る
今
上
陛
下
の
御
譲
位
に

よ
る
御
代
替
、ま
た
日
本
国
憲
法
改
正
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
こ
と
に
よ
る
、日
本
国

の
進
む
べ
き
明
る
い
未
来
の
た
め
の
大
事
な

転
換
期
の
こ
と
を
意
味
す
る
。日
本
国
憲
法

改
正
と
御
代
替
は
直
接
関
係
が
な
い
と
捉
え

が
ち
な
中
、我
々
は
、現
行
憲
法
下
で
の
問
題

点
に
も
っ
と
目
を
向
け
る
必
要
性
と
世
論
を

喚
起
す
る
役
目
が
あ
る
。自
ら
を
刺
激
し
教

養
を
深
め
る
こ
と
で
資
質
向
上
を
目
指
す
事

中

央

報

告
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執
行
部
主
催
研
修
会

　

陸
自
駐
屯
地
で
の
研
修
。昼
食
付
き
。海
軍

カ
レ
ー
な
ら
ぬ〝
食
べ
た
直
後
に
匍
匐
前
進
も

О
Ｋ
絶
品
陸
自
カ
レ
ー
〟的
な
メ
ニ
ュ
ー
が
食

べ
ら
れ
る
の
か
と
想
像
し
て
い
た
が
、そ
こ
は

少
し
認
識
が
甘
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

去
る
十
月
十
二
日
、執
行
部
主
催
研
修
会

と
し
て
陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯
地
施
設

見
学
並
び
に
伏
見
桃
山
陵
・
伏
見
桃
山
東
陵

参
拝
が
開
催
さ
れ
、会
員
十
八
名
が
参
加
し

た
。

　

大
久
保
駐
屯
地
で
は
、は
じ
め
に
広
報
官
か
ら
現
在
の
ア
ジ
ア
情
勢
に
お
け

る
防
衛
体
制
や
災
害
派
遣
な
ど
の
お
話
を
中
心
に
、か
つ
て
国
際
貢
献
の
た
め

の
海
外
派
遣
の
際
に
駐
屯
地
周
辺
で
は
連
日
反
対
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

一
方
で
現
地
の
方
々
か
ら
は
感
謝
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
こ
と
、そ
の
頃
か
ら
比
べ

今
は
自
衛
隊
自
身
が
変
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、神
社
巡
り
を
し
て
い
る

隊
員
が
実
は
多
い
こ
と
、駐
屯
地
内
に
居
酒
屋
が
あ
る
が
午
後
九
時
に
は
閉
ま

る
こ
と
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
幅
広
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。そ
の
後
の
施

設
見
学
で
は
、重
厚
な
自
衛
隊
の
車
両
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
姿
が
壮
観
で
あ
り
、

架
橋
訓
練
用
の
池
が
あ
る
な
ど
想
像
以
上
の
広
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

さ
す
が
自
衛
隊
の
広
報
官
。終
始
言
葉
選
び
が
慎
重
で
あ
っ
た
。し
か
し
、時

折
サ
ー
ビ
ス
精
神
も
発
揮
し
て
く
れ
る
。そ
こ
に
は
、広
報
活
動
は
重
要
で
自
分

た
ち
の
存
在
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
も
あ
り
、必
要
性
も
感
じ
て
い

る
。し
か
し
、そ
れ
で
全
て
を
伝
え
き
れ
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
と
い
う
印

象
を
受
け
た
。も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
内
容

の
お
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
か
っ
た

が
、ま
た
別
の
機
会
に
そ
れ
が
で
き
れ
ば
今

回
の
研
修
が
更
に
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

午
後
か
ら
は
、有
名
な
二
三
〇
段
の
石
段

を
夫
々
の
思
い
や
事
情
を
抱
え
な
が
ら
全
員

が
登
り
き
り
、明
治
天
皇
伏
見
桃
山
陵
並
び

に
昭
憲
皇
太
后
伏
見
桃
山
東
陵
の
参
拝
に
臨
ん
だ
。明
治
維
新
一
五
〇
年
と
い

う
節
目
の
年
に
京
都
府
神
道
青
年
会
と
し
て
参
拝
で
き
た
こ
と
は
意
義
深
い
も

の
で
あ
っ
た
。ま
た
、台
風
二
十
一
号
の
影
響
に
て
至
る
と
こ
ろ
で
巨
木
が
倒
れ

た
ま
ま
の
非
常
に
痛
ま
し
い
状
態
に
あ
り
、御
陵
の
護
持
運
営
と
い
う
こ
と
も

考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
研
修
会
が
企
画

さ
れ
、も
っ
と
多
く
の
参
加
者
が
集
う
こ
と
を
目
指
し
つ

つ
、最
後
は
楽
し
く
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
伏
見
の
街
で

散
会
と
な
っ
た
。

（
石
清
水
八
幡
宮　

櫻
井 

宜
人
）

を
目
的
に
四
講
に
渡
る
御
講
義
を
四
名
の
先
生
方
よ
り
賜
わ
っ
た
。

　

第
一
講
で
は
小
國
神
社
宮
司
、
神
道
政
治
連
盟
会
長
打
田
文
博
先
生
に

「
平
成
の
御
代
替
と
憲
法
改
正
運
動
」と
題
し
た
講
義
を
賜
っ
た
。講
義
の
中
で

今
後
の
課
題
と
し
て
、新
し
い
元
号
の
公
表
時
期
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
っ
た
。

御
代
替
の
前
後
に
公
表
す
る
の
で
は
な
く
、新
し
い
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
日
に

公
表
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
を
我
々
青
年
神
職
が
世
の
中
に
広
く
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

　

第
二
講
で
は
神
道
政
治
連
盟
首
席
政
策
委
員
で
あ
る
田
尾
憲
男
先
生
に

「
国
体
～
皇
室
・
神
社
・
国
家
・
臣
民
の
道
～
」と
題
し
た
講
義
を
賜
っ
た
。講
義

は
主
に
日
本
国
の
特
色
に
つ
い
て
の
お
話
だ
っ
た
。そ
の
話
の
中
で「
和
を
以
て

貴
と
為
す
」と
い
う
言
葉
が
大
変
印
象
に
残
っ
た
。こ
の
言
葉
は
推
古
天
皇
が
作

ら
れ
た
十
七
条
憲
法
の
中
に
出
て
く
る
言
葉
で
あ
り
、ま
る
で
日
本
文
化
の
根

底
に
根
付
い
て
い
る
よ
う
な
言
葉
だ
と
感
じ
た
。

　

第
三
講
で
は
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
で
あ
る
大
原
康
男
先
生
に「
御
代
替
の

諸
儀
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
義
を
賜
っ
た
。こ
の
講
義
で
は
特
に
、自
分
自
身
の

勉
強
不
足
を
痛
感
し
た
。私
は
平
成
の
生
ま
れ
の
為
、一
度
も
御
代
替
に
携
わ
っ

た
こ
と
は
な
い
が
、神
職
と
し
て
事
の
重
大
さ
、ま
た
そ
れ
に
伴
う
政
教
問
題
を

も
う
一
度
学
び
な
お
し
、自
分
と
同
年
代
、そ
れ
以
下
の
年
代
の
方
々
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

　

第
四
講
で
は
日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
で
あ

る
伊
藤
哲
夫
先
生
に「
日
本
ら
し
い
国
づ
く
り
に
向

け
て
」と
題
し
た
講
義
を
賜
っ
た
。講
義
の
中
で
度
々

「
日
本
を
取
り
戻
す
」と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
。　

　
　

　

日
本
を
取
り
戻
す
、即
ち
日
本
が
失
っ
た
古
き
良
き
伝
統
、文
化
を
取
り
戻

す
た
め
に
は
、現
憲
法
の
改
正
が
必
要
不
可
欠
だ
と
先
生
は
仰
っ
て
い
た
。そ
れ

に
加
え
、現
憲
法
を
完
全
に
廃
止
し
て
一
か
ら
作
り
直
す
の
は
も
ち
ろ
ん
不
可

能
で
あ
る
の
で
、緊
急
で
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
項
か
ら
改
正（
リ
フ
ォ
ー

ム
）を
し
、本
来
の
日
本
国
の
在
り
方
を
取
り
戻
さ
な
い
と
い
け
な
い
、と
い
う

順
序
を
先
生
に
お
示
し
い
た
だ
い
た
。私
自
身
も
、現
行
憲
法
は
皇
室
の
在
り

方
を
明
確
に
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、先
生
が
仰
っ
て
い
た
皇
室
の
た

め
の
憲
法
改
正
の
順
序
と
い
う
の
は
非
常
に
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。

　

二
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
た
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
非
常
に
濃
く
、知
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
た
。私
は
青
年
神
職
と
し
て
、今
回
学
ん
だ
こ

と
を
周
り
の
若
者
に
還
元
し
、皆
で
日
本
、皇
室
の
在
り
方
を
良
い
方
向
に
進
ま

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
。そ
の
た
め
に
、日
々
の
教
化
活
動
の

中
で
も
取
り
入
れ
、日
本
全
体
の
若
者
に
周
知
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
。

（
石
清
水
八
幡
宮　

宮
田 

雄
生
）
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